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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

  

  

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いない。 

２ 売上高には、消費税及び地方消費税(以下「消費税等」という。)は含まれていない。 

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。 

  

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はない。 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第195期 

第３四半期 
連結累計期間

第196期 
第３四半期 
連結累計期間

第195期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 963,515 1,034,366 1,380,060 

経常利益 (百万円) 71,041 65,249 90,125 

四半期(当期)純利益 (百万円) 45,813 14,375 52,467 

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 50,478 47,217 83,844 

純資産額 (百万円) 742,026 801,944 774,317 

総資産額 (百万円) 1,498,825 1,682,191 1,566,899 

１株当たり四半期 
(当期)純利益 

(円) 22.00 6.90 25.20 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益 

(円) ― ― ― 

自己資本比率 (％) 47.8 46.0 47.7 
 

回次
第195期 

第３四半期 
連結会計期間

第196期 
第３四半期 
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日 
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益又は 
１株当たり四半期純損失(△) 

(円) 7.17 △8.30 
 

２ 【事業の内容】
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第２ 【事業の状況】 

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。 

  

該当事項なし。 

  

(1) 業績の状況 

当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期連結累計期間(以下、「前年同四半期」とい

う。)に比べて708億円増の１兆343億円となった。営業費用は、前年同四半期に比べて787億円増の

9,747億円となった。この結果、営業利益は、前年同四半期に比べて78億円減の595億円となった。ま

た、経常利益は、前年同四半期に比べて57億円減の652億円となり、米国シェールガス・オイル開発プ

ロジェクトにおける事業用資産の減損損失(注) の計上や法人税などを反映した当第３四半期連結累計期

間の四半期純利益は、前年同四半期に比べて314億円減の143億円となった。 

  

（注）「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項 （セグメント情報等）」の「Ⅱ ２ 報告セグ

メントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報」を参照。 

  

セグメントの業績を示すと次のとおりである。 

① ガス 

お客さま数(取付メーター数)は、前第３四半期連結会計期間末に比べて0.6%増の714万戸となっ

た。 

ガス販売量は、前年同四半期に比べて0.7%減の59億２千万m3となった。このうち、家庭用ガス販売

量は、前年同四半期に比べて5.5%減の12億７千６百万m3、業務用その他のガス販売量は、前年同四半

期に比べて0.7%増の46億４千４百万m3となった。 

売上高は、前年同四半期に比べて440億円増の7,638億円となった。セグメント利益は、前年同四半

期に比べて86億円減の127億円となった。 

  

② ＬＰＧ・電力・その他エネルギー 

売上高は、前年同四半期に比べて202億円増の1,745億円となった。セグメント利益は、前年同四半

期に比べて17億円増の310億円となった。 

  

③ 海外エネルギー 

売上高は、前年同四半期に比べて16億円増の95億円となった。セグメント利益は、前年同四半期に

比べて９億円減の52億円となった。 

  

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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④ 環境・非エネルギー 

売上高は、前年同四半期に比べて88億円増の1,380億円となった。セグメント利益は、前年同四半

期に比べて10億円増の144億円となった。 

  

(注) １ 上記のセグメント別売上高、セグメント利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでいる。 

２ 本報告書では、ガス量はすべて１m3当たり45ＭＪ(メガジュール)で表示している。 

  

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はない。 

  
(3) 研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発費は72億７百万円である。 
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第３ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

  

② 【発行済株式】 

  

  

(2) 【新株予約権等の状況】 

 該当事項なし。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

 該当事項なし。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

 該当事項なし。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,707,506,909 

計 3,707,506,909 
 

種類
第３四半期会計期間末 

現在発行数(株) 
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数 
(株) 

(平成26年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,083,400,000 2,083,400,000 

東京証券取引所 
 (市場第一部) 
名古屋証券取引所 
 (市場第一部) 

単元株式数は1,000株で
ある。 

計 2,083,400,000 2,083,400,000 ― ―
 

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式 
総数残高 
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高 
(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金 
残高 

(百万円)

平成25年10月１日～ 
 平成25年12月31日 

― 2,083,400,000 ― 132,166 ― 19,482 
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(6) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。 

  

(7) 【議決権の状況】 

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載

することができないので、直前の基準日である平成25年９月30日の株主名簿により記載している。 

① 【発行済株式】 

平成25年９月30日現在 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式24千株(議決権24個)が含まれている。

２ 単元未満株式数には、当社保有の自己株式705株及び河内長野ガス株式会社名義の相互保有株式500株が含ま

れている。 

  

② 【自己株式等】 

平成25年９月30日現在 

  

該当事項なし。 

  

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 

(自己保有株式) 
普通株式 

1,440,000 
(相互保有株式) 
普通株式 400,000

 

― ―

完全議決権株式(その他) 
普通株式 

2,064,440,000 
2,064,440 ― 

単元未満株式 
普通株式 

17,120,000 
― ― 

発行済株式総数 2,083,400,000 ― ― 

総株主の議決権 ― 2,064,440 ― 
 

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義 
所有株式数 

(株)

他人名義 
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式総数 
に対する所有 

株式数の割合(％)

(自己保有株式)          

大阪瓦斯株式会社 
大阪市中央区平野町 
四丁目１番２号 

1,440,000 ― 1,440,000 0.07

(相互保有株式)          

河内長野ガス株式会社 
大阪府河内長野市昭栄町 
14番31号 

400,000 ― 400,000 0.02

計 ― 1,840,000 ― 1,840,000 0.09
 

２ 【役員の状況】
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第４ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)及び「ガス事業会計規則」(昭和29年通商産業省令第15号)に基づいて作成してい

る。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。

  

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

２  監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

固定資産   

有形固定資産   

製造設備 78,533 76,128

供給設備 276,132 265,990

業務設備 66,204 66,038

その他の設備 300,149 290,531

建設仮勘定 108,916 145,317

有形固定資産合計 829,936 844,006

無形固定資産 58,579 52,297

投資その他の資産   

投資有価証券 164,302 197,979

その他 85,245 89,304

貸倒引当金 △1,925 △1,868

投資その他の資産合計 247,622 285,415

固定資産合計 1,136,138 1,181,719

流動資産   

現金及び預金 91,323 142,894

受取手形及び売掛金 168,198 175,500

たな卸資産 84,242 117,060

その他 88,231 66,270

貸倒引当金 △1,236 △1,254

流動資産合計 430,760 500,471

資産合計 1,566,899 1,682,191
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

固定負債   

社債 238,157 227,017

長期借入金 186,766 217,355

退職給付引当金 15,972 16,815

ガスホルダー修繕引当金 1,621 1,660

保安対策引当金 13,418 11,514

投資損失引当金 6,999 6,999

その他 33,900 40,411

固定負債合計 496,836 521,774

流動負債   

支払手形及び買掛金 55,520 80,629

短期借入金 47,106 71,264

その他 193,118 206,576

流動負債合計 295,745 358,471

負債合計 792,581 880,246

純資産の部   

株主資本   

資本金 132,166 132,166

資本剰余金 19,482 19,483

利益剰余金 564,356 559,918

自己株式 △413 △513

株主資本合計 715,592 711,055

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 31,526 42,248

繰延ヘッジ損益 △2,271 2,082

土地再評価差額金 △737 △737

為替換算調整勘定 3,693 18,726

その他の包括利益累計額合計 32,210 62,319

少数株主持分 26,514 28,569

純資産合計 774,317 801,944

負債純資産合計 1,566,899 1,682,191
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 ※１  963,515 ※１  1,034,366

売上原価 651,241 734,440

売上総利益 312,273 299,926

供給販売費及び一般管理費 244,814 240,357

営業利益 67,459 59,568

営業外収益   

受取利息 476 534

受取配当金 3,062 2,923

持分法による投資利益 4,867 5,793

雑収入 4,801 4,110

営業外収益合計 13,208 13,361

営業外費用   

支払利息 6,363 6,472

雑支出 3,262 1,207

営業外費用合計 9,626 7,680

経常利益 71,041 65,249

特別利益   

投資有価証券売却益 － 2,709

特別利益合計 － 2,709

特別損失   

減損損失 － 29,247

特別損失合計 － 29,247

税金等調整前四半期純利益 71,041 38,711

法人税等 23,375 22,127

少数株主損益調整前四半期純利益 47,665 16,584

少数株主利益 1,852 2,208

四半期純利益 45,813 14,375
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 47,665 16,584

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,151 10,725

繰延ヘッジ損益 △366 2,232

為替換算調整勘定 1,454 14,177

持分法適用会社に対する持分相当額 △427 3,497

その他の包括利益合計 2,812 30,632

四半期包括利益 50,478 47,217

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 48,340 44,630

少数株主に係る四半期包括利益 2,137 2,587
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【注記事項】 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更) 

  

  

(会計方針の変更等) 

 該当事項なし。 

  

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理) 

  

  

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日  至 平成25年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更 

Osaka Gas Niugini Pty.Ltd.及びOsaka Gas Niugini E&P Pty.Ltd.は、株式を取得したこと等により新た

に子会社となったため、第１四半期連結会計期間より、連結子会社に含めている。 

Osaka Gas (Thailand) Co., Ltd.は、株式を取得したこと等により新たに子会社となったため、当第３四

半期連結会計期間より、連結子会社に含めている。 

大阪ガスメゾン㈱（平成25年４月連結子会社大阪ガス都市開発㈱に吸収合併）、大阪炭酸㈱（平成25年４

月連結子会社近畿炭酸㈱に吸収合併）及び㈱リキッドガス京都（平成25年４月連結子会社大阪ガスＬＰＧ㈱

に吸収合併）は、第１四半期連結会計期間より、連結子会社でなくなった。 

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更 

Aurora Solar Holdings Corporationは、重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より、持分法適

用の範囲に含めている。 

City-OG Gas Energy Services Pte.Ltd.は、新たに株式を取得したため、第２四半期連結会計期間より、

持分法適用の範囲に含めている。 

Sumisho Osaka Gas Water UK, Ltd.は、新たに株式を取得したため、当第３四半期連結会計期間より、持

分法適用の範囲に含めている。 
 

 
(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

税金費用の計算 

  

 連結子会社の税金費用については、主として、当第３四半期連結会計期間を含む連結会
計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税
引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。   
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(四半期連結貸借対照表関係) 

  

 １ 偶発債務 

(1) 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に対する債務保証及び保証類似行為の金額は、次

のとおりである。 

  

  
(2) 前連結会計年度（平成25年３月31日） 

    従業員の金融機関からの住宅融資金に対する債務保証額は、11百万円である。 

  

    当第３四半期連結会計期間（平成25年12月31日） 

    従業員の金融機関からの住宅融資金に対する債務保証額は、８百万円である。 

  

(3) 社債の債務履行引受契約に係る偶発債務 

  

  

(四半期連結損益計算書関係) 

  

※１ 著しい季節的変動 

前第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)及び当第３四半期連結累

計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

当社グループの売上高は、ガス事業のウェイトが高いため、冬期を中心に多く計上されるという季節

変動要因をかかえている。 

  

前連結会計年度 
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日)

Ichthys LNG Pty.Ltd. 4,629百万円 Ichthys LNG Pty.Ltd. 13,015百万円 

Planta  de  Regasificacion  de 
Sagunto,S.A. 

2,329 Cordova Gas Resources Ltd. 1,993 

Cordova Gas Resources Ltd. 1,874 Aurora Solar Corporation 1,328 

Ruwais Power Company PJSC 897 Ruwais Power Company PJSC 1,000 

その他 651 その他 490 

計 10,381 計 17,828 
 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間 

(平成25年12月31日)

第９回無担保社債 29,000百万円 29,000百万円 
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

  

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第

３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のと

おりである。 

  

  

(株主資本等関係) 

  

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日) 

１ 配当金支払額 

  

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

   該当事項なし。 

  

３ 株主資本の著しい変動 

   該当事項なし。 
  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日) 

１ 配当金支払額 

  

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

   該当事項なし。 

  

３ 株主資本の著しい変動 

   該当事項なし。 
  

  (自  平成24年４月１日 
至  平成24年12月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日 
至  平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

減価償却費 61,156百万円 61,671百万円 
 

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日 
定時株主総会 

普通株式 8,329 4.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年10月29日 
取締役会 

普通株式 8,328 4.00 平成24年９月30日 平成24年11月30日 利益剰余金
 

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 9,369 4.50 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年10月29日 
取締役会 

普通株式 9,368 4.50 平成25年９月30日 平成25年11月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １ セグメント損益の調整額の主な内容は、セグメント間取引消去である。 

２ セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益に持分法による投資損益を加減した金額と調整を行っ

ている。 

  

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項なし。 

  

 

報告セグメント

合計 
(百万円)

調整額 
(百万円) 
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額 
(百万円) 
(注) ２

ガス 
(百万円)

ＬＰＧ・ 
電力・ 
その他 

エネルギー
(百万円)

海外 
エネルギー
(百万円)

環境・非 
エネルギー
(百万円)

売上高 719,759 154,259 7,871 129,275 1,011,166 △47,650 963,515 

セグメント利益               

  営業利益 21,362 29,043 1,843 13,169 65,418 2,041 67,459 

  持分法による投資利益 24 269 4,366 207 4,867 ― 4,867 

計 21,386 29,312 6,210 13,376 70,285 2,041 72,326 
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １ セグメント損益の調整額の主な内容は、セグメント間取引消去である。 

２ セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益に持分法による投資損益を加減した金額と調整を行っ

ている。 

  

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第３四半期連結会計期間に海外エネルギーセグメントにおいて、特別損失として事業用資産等の

減損損失29,247百万円を計上した。これは、主に連結子会社を通じて参画している米国シェールガ

ス・オイル開発プロジェクトについて、経済性に見合った油・ガスが取り出せない生産状況及び現時

点では生産性の大幅な改善が見込めないことに鑑み、減損損失として特別損失に計上したものであ

る。 

  

 

報告セグメント

合計 
(百万円)

調整額 
(百万円) 
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額 
(百万円) 
(注) ２

ガス 
(百万円)

ＬＰＧ・ 
電力・ 
その他 

エネルギー
(百万円)

海外 
エネルギー
(百万円)

環境・非 
エネルギー
(百万円)

売上高 763,858 174,549 9,523 138,079 1,086,010 △51,643 1,034,366 

セグメント利益               

  営業利益又は損失（△） 14,006 30,714 △934 13,823 57,609 1,958 59,568 

持分法による投資利益 
又は損失（△） 

△1,300 316 6,192 585 5,793 ― 5,793 

計 12,705 31,030 5,258 14,408 63,402 1,958 65,361 
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(企業結合等関係) 

該当事項なし。 

  

(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりである。 

  

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。 

  

(重要な後発事象) 

連結子会社である大阪ガスケミカル㈱は、平成25年10月29日に、活性炭の製造・販売を行うJacobi

Carbons AB（スウェーデン、以下「Jacobi社」）の株式の100％を取得することについて、所有者であ

るAddSorb Holding ABと合意し、その合意内容に基づき、平成26年１月７日に392百万米ドル（397億

円）※を支払い、株式を取得した。なお、支払資金の調達については、手元資金及び銀行借入によって

いる。 

※ 当該金額は、Jacobi社の企業価値から、平成25年12月末時点の現金・負債等想定額を加減した金額である。

Jacobi社の平成25年12月末決算で現金・負債等の実績が確定するため、それを受けて株式取得対価は変動する

可能性がある。 

  

  第196期事業年度に係る中間配当の支払に関する決議 

  

項目 (自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

１株当たり四半期純利益(円) 22.00 6.90 

(算定上の基礎)     

四半期純利益(百万円) 45,813 14,375 

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ― 

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 45,813 14,375 

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,082,201 2,081,997 
 

２ 【その他】

  １ 取締役会開催日 平成25年10月29日 

  ２ 配当金の総額 9,368百万円 

  ３ １株当たり金額 ４円50銭 

  ４ 支払請求権の効力発生日 平成25年11月29日 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

該当事項なし。 
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平成26年２月12日

大阪瓦斯株式会社 

取締役会 御中 

  

  

  

  

  

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大
阪瓦斯株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
  
監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大阪瓦斯株式会社及び連結子会社の平成25
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
  
強調事項 
重要な後発事象に記載されているとおり、連結子会社である大阪ガスケミカル株式会社は、平成26年１月

７日にJacobi Carbons ABの株式の100％を取得した。 
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。 

  
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以  上 

  

独立監査人の四半期レビュー報告書

有限責任 あずさ監査法人 
 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士  松  本      浩  印 
 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士  宮  林  利  朗  印 
 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

公認会計士  淺  野  禎  彦  印 
 

  

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期
報告書提出会社)が別途保管している。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。 
 


	第196期第3 四半期報告書.pdf
	表紙
	目次
	中表紙
	第一部【企業情報】
	第１【企業の概況】
	１【主要な経営指標等の推移】
	２【事業の内容】

	第２【事業の状況】
	１
【事業等のリスク】
	２
【経営上の重要な契約等】
	３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

	第３【提出会社の状況】
	１【株式等の状況】
	２【役員の状況】


	第４【経理の状況】
	１【四半期連結財務諸表】
	２【その他】


	第二部【提出会社の保証会社等の情報】
	四半期レビュー報告書




